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景気回復に向けて成長が加速
後継契約や保証料の増加により利益率が向上

サマリー

●模範的な安定的高成長。2023年9月の日本フードサービス協会外食産業市場調査

によると、総店舗数は前年同月比-0.8％、2019年3月対比では-7.7％となった。

同期間のテンポイノベーションの飲食店向け転貸物件は前年同期比＋12.3％、

2019年9月対比では＋47.4％の伸びとなった。つまり、テンポイノベーションの

飲食店向け転貸物件の転貸率と外食市場の基調に相関関係はない。COVID-19は

転貸物件の回転率を上げ、当社事業に弾みをつけたが、足元では回復局面に向

けて新規出店を目指す個人・小規模外食事業者が増えており、さらなる可能性

を秘めている。

●構造的な成長ドライバー: ❶外食産業全体が厳しい環境にある中、転貸借物件と

して調達可能な物件が増え、既存契約の回転率が上がることで収益性の高い後

継契約（礼金などの取得コストがかからない）が増え、当社にとっては好機と

なっている。さらに、❷新設の店舗家賃保証事業は、売上原価や人件費等がな

いため、基本的に売上高が営業利益と同額であり、売上高は毎決算期の契約数

に直結する。

本レポートは、テンポイノベー
ションの依頼により作成したも
のです。詳しくは、最終ページ
の「免責事項」をご覧ください。

クリス・シュライバー CFA
カンパニー・スペシャリスト

6か月週足株価

テンポイノベーション: 安定的、かつ持続力ある二桁高成長を実現

出所：同社決算説明資料よりオメガインベストメント作成
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テンポイノベーションの転貸借取引は外食産業店舗市場と相関しない

2023年9月のJF外食産業市場の前年同月比動向調査によると、総店舗数は前年同

月比-0.8％だが、2019年9月との比較では-7.7％と目に見えるような回復はまだ見

られない。同社の動向はどうか？同時期に、テンポイノベーションの転貸借物件は、

前年同期比+12.3%、2019年9月との比較では+47.4%を記録した。すなわち、テン

ポイノベーションの転貸借物件と、市場の基調である総店舗数の動向には相関がな

く、両者は完全に無相関といえるだろう。

下のグラフでは、当社の転貸借物件を過去10年間の月次推移で示している。

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

転貸借物件の月次推移：「安定的な高成長」を体現したような成長

出所：同社決算説明資料よりオメガインベストメント作成

出所：同社IR決算説明会資料よりオメガ・インベストメント作成。*注：純増数＝「新規契約ー解約」のほか、「転貸借から借家」
「借家から転貸借」への移行を反映2021 年 12 月：-2、2022 年 1 月：-1、2021 年 10 月：+2、2022 年 11 月：+1、2022 年 12 月：-1、
2023 年 8 月：+1、2023 年 9 月：-1）

転貸借契約取引の月次推移

テンポイノベーショ
ンが常に需要の高い
店舗転貸借物件を選
ぶ3大基準：

● 店舗物件は1Fで、動
線（人通りが多い）
に面している【駅近
は問わない】

● 月額賃料の絶対額が
手頃である【平均40
万円/月程度】

● 居抜き物件である
【初期投資コストを
抑えられる】

新規契約数は月20～30件と安定しており、
解約も少ない（下記グラフ参照）



テンポイノベーション2023年3月期通期連結決算概要
[日本会計基準] FY22/3 対売上比 FY23/3 FY23/3 対売上比 金額 ％ 対期首

百万円, % 実績 期首予想 実績 増減額 増減率* 予想

売上高 11,415 100.0% 12,655 13,070 100.0% 1,655 14.5 3.3 
売上総利益 2,094 18.3% ̶̶─ 2,519 19.3% 425 20.3 ̶̶─
SG&A 1,184 10.4% ̶̶─ 1,307 10.0% 123 10.4 ̶̶─
営業利益 910 8.0% 1,059 1,212 9.3% 302 33.2 14.5 
経常利益 987 8.6% 1,074 1,266 9.7% 280 28.3 17.9 

当期純利益 662 5.8% 733 886 6.8% 223 33.7 20.8 

成約数*1 407 450 482 75 18.4 7.1

転貸借物件数*2 1,951 2,221 2,216 265 13.6 (0.2)

*前年同期比は、前年度単体との比較を参考値として記載。

注：*1＝新規契約＋後継契約締結。*2＝期末時点の有効な転貸借契約数。

出所：決算説明資料よりオメガインベストメント作成。
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2023年3月期 連結売上高+14.5%、営業利益+33.2%

当社は2023年3月期より、新たに設立した100％子会社である店舗セーフティー株

式会社の業績を連結会計としたため、前年同期の単体業績との比較は参考値として

記載している。売上高は前年同期比14.5％増、営業利益は同33.2％増、売上高総利

益率は18.3％→19.3％、営業利益率は8.0％→9.3％増となった。店舗転貸借は、利

益率の高い新規の家賃保証事業が貢献したことに加え、新規の後継案件が135件

→197件（前年同期比45.9%増）と増加したことが寄与した。店舗転貸借売上高は前

年同期比16.7％増（転貸物件は2,216件、13.6％増）、店舗転貸借の営業利益は962

百万円、前年同期比32.9％増となった。

不動産売買事業では、大型収益物件を含む5物件を売却したことが寄与した（下

グラフ参照）。2023年3月期は5物件売却、8物件取得（Q4では売却物件なし、取得

3件）し、2023年3月期末の当社保有物件数は6物件となった。不動産売買事業の売

上高は前年同期比9.6％減となり、営業利益は同34.7％増の251百万円となった。こ

の事業は、不動産仲介業者との良好な関係を維持するため、転貸借物件に関する優

良な情報提供に資する有意義な手数料を支払うことを主な目的としているが、最近

では既存の家主からの購入希望もあり、紹介のない安定的な供給パイプラインが強

化され、本格的なビジネスとなっている。

2023年3月期第4四半期：収入部門別売上構成の四半期推移（単位：百万円）

注）初期収入には、礼金、契約関連手数料、退去店舗物件の什器売却収入などの一時的な収入が含まれる。ランニ
ング収入は、転貸借テナントからの賃料収入および契約更新料を含む。店舗の転貸借賃料保証には、ランニング収
入の一部が含まれる。2023年3月期1Qは連結決算数値、2022年3月期4Q以前は単体決算の数値。
出所：決算説明資料より抜粋。
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業績：
4Q、1Q、2Q

1Q 22/3          2Q 22/3           3Q 22/3         4Q 22/3          1Q 22/3          2Q 23/3          3Q 23/3         4Q 23/3 



テンポイノベーション2024年3月期第1四半期連結決算概要
[日本会計基準] FY23/3 対売上比 FY24/3 対売上比 金額 ％ FY24/3

百万円, % 1Q 実績 1Q 実績 増減額 増減率* ACH率* 期初予想

売上高 3,004 100.0% 3,411 100.0% 407 13.5 23.0% 14,844 
売上総利益 588 19.6% 606 17.8% 17 3.0 ̶̶─ ̶̶─
SG&A 302 10.1% 361 10.6% 59 19.6 ̶̶─ ̶̶─
営業利益 286 9.5% 245 7.2% (42) (14.6) 19.2% 1,276 
経常利益 306 10.2% 277 8.1% (29) (9.4) 21.2% 1,306 

当期純利益 210 7.0% 189 5.5% (20) (9.8) 21.2% 891 

成約数*1 107 ̶̶─ 119 ̶̶─ 12 11.2 20.9% 570 

転貸借物件数*2 2,015 ̶̶─ 2,272 ̶̶─ 257 12.8 ̶̶─ 2,527 

注：*1＝新規契約＋後継契約締結。*2＝期末時点の有効な転貸借契約数。

出所：決算説明資料よりオメガインベストメント作成。

*ACH率＝通期期初ガイダンスに対する進捗率。
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2024年3月期第１四半期の連結売上高+13.5%、営業利益-14.6%

COVIDによる移動制限の解除やインバウンドの再開など、外食業界を取り巻く環

境は第１四半期から緩やかな改善が続いたが、外食事業者にとっては、食材や光熱

費の高騰、慢性的な人手不足などの逆風が吹き荒れた。しかし、同社の比較的小規

模で道路に面した1階、手頃な賃料、居抜き物件の転貸借物件に対する個人・小規

模飲食事業者の関心は引き続き高く、店舗の転貸借売上高は12.4%増加した（転貸

借物件は2,272件、+12.8%）。しかし、転貸物件の積極的な仕入れによる空室賃料

の増加により売上総利益率が1.8％減少したほか、給与・採用費の増加や前年の好業

績に伴う役員報酬の増加、電子契約化等のDXシステム投資で販管費率が0.5％増加

したため、営業利益は14.0％減少した。

不動産売買事業は2物件を売却、5物件を取得し、6月末の在庫は9物件となった。

売上高は前年同期比44.3%増となったが、営業利益は市況低迷を反映した利益率の

低下により同18.4%減となった。下表の通り、営業利益の進捗率は19.2％と若干遅

れているが、第１四半期決算から読み取れる重要なポイントは、転貸借店舗の積極

的な調達と人材採用により利益率は低下したが、今後9ヶ月間でこれらを活かすこ

とができるだろうということにある。 

2024年3月期第1四半期：収入部門別売上構成の四半期推移

注）初期収入には、礼金、契約関連手数料、退去店舗物件の什器売却収入などの一時的な収入が含まれる。ランニ
ング収入は、転貸借テナントからの賃料収入および契約更新料を含む。店舗の転貸借賃料保証には、ランニング収
入の一部が含まれる。
出所：決算説明資料より抜粋。
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テンポイノベーション 2024年3月期上期決算概要
[日本会計基準] FY23/3 対売上比 FY24/3 対売上比 金額 ％ FY24/3

百万円, % 1H 実績 1H 実績 増減額 増減率* ACH率* 期初予想

売上高 6,103 100.0% 7,098 100.0% 995 16.3 -0.8% 7,158 
売上総利益 1,163 19.1% 1,267 17.8% 104 8.9 ̶̶─ ̶̶─
SG&A 608 10.0% 741 10.4% 133 21.7 ̶̶─ ̶̶─
営業利益 554 9.1% 525 7.4% (29) (5.3) -13.9% 610 
経常利益 581 9.5% 558 7.9% (23) (3.9) -10.7% 625 
当期純利益 398 6.5% 381 5.4% (17) (4.3) -10.7% 427 

成約数*1 224 ̶̶─ 234 ̶̶─ 10 4.5 ̶̶─ ̶̶─

転貸借物件数*2 2,080 ̶̶─ 2,335 ̶̶─ 255 12.3 ̶̶─ ̶̶─

注）※1＝新規＋後継契約数。*2＝期末時点の有効転貸借契約数。

出所：決算説明会資料よりオメガインベストメント作成。

*ACH率＝上期期首ガイダンスに対する進捗率。
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2024年3月期上期 連結売上高 +16.3％、営業利益 -5.3％
外食産業は、COVID-19のカテゴリー5への移行後初の夏休み、猛暑による外食需

要の増加、円安によるインバウンドの回復などにより、売上高、客数ともに増加し
た。飲酒店は、遅い時間帯の客数や大宴会需要が徐々に戻ったが、店舗数の減少に
より全体としては回復が遅れた。店舗転貸借の売上高は＋12.2％（転貸借物件は＋
2,335件、＋12.3％）となった。成約数は115件（2Q）と高水準を維持しているが、
当社の営業組織の再編により当面はややペースダウンが見込まれる。店舗転貸借の
利益面では、積極的な転貸借物件の仕入れに伴うコスト増（空室賃料、工事費、手
数料等）により粗利率が1.3％低下したほか、給与・採用費の増加、前年好調に伴う
役員報酬の増加、電子契約化等のDXシステム投資により売上高販管費率が0.4％悪
化し、営業利益は17.3％減となった。

不動産売買事業は、経済・社会活動の正常化に伴い市場の様子見傾向が薄れたた
め、6物件を売却、6物件を取得し（2Q単体では売却4物件、取得1物件）、9月末時
点の在庫は6物件となった。売上高は39.1％増、営業利益は35.0％増加した。下表は
計画に対して上期の利益は若干未達であったことを示しているが、上期決算のポイ
ントは、転貸借店舗の積極的な仕入れや人材採用により利益率が低下したことであ
り、下期はこれらの施策の貢献が期待されることである。

2024年3月期 2Q 四半期別売上構成比推移（百万円）

(注)初回収入には、礼金、契約関連費用、退去店舗の什器売却収入などの一時的な収入が含まれる。ランニング収
入には、サブリーステナントからの賃料収入および契約更新料が含まれる。店舗のサブリース家賃保証にはランニ
ング収入の一部が含まれる。出所：IR決算説明会資料より抜粋
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★営業人員の上期採
用が奏功
中期的な目標達成に向
けた最大のリスクは、
営業人員の採用・教
育・配置計画の成否に
ある。特に転貸借物件
の仕入れが重要。仕入
担当者は3月末14名から
9月末16名と2Qで2名増
加した。仕入権限移譲
の効果は下期から来期
にかけて発揮される見
込みである。

新たに設置した営業採
用専門の「営業開発
部」（部長：営業幹
部）では、上期に15名
の営業スタッフを新規
採用した。



テンポイノベーション中期経営計画
百万円, % FY23/3 FY24/3 YoY FY25/3 YoY FY26/3 YoY 3-year

実績 期初予想 % 中期計画 % 中期計画 % CAGR

売上高 13,070 14,844 13.6 16,961 14.3 19,111 12.7 13.5 
営業利益 1,212 1,276 5.3 1,481 16.1 1,679 13.4 11.5 
営業利益率 9.3% 8.6% ̶̶─ 8.7% ̶̶─ 8.8% ̶̶─

成約数*1 482 570 18.3 630 10.5 700 11.1 13.2 

転貸借物件数*2 2,216 2,527 14.0 2,881 14.0 3,275 13.7 13.9 

注： *1＝新規契約＋後継契約。*2 = 年度末時点で有効な転貸借契約数。

出所：IR決算説明会資料よりオメガインベストメント作成。
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営業力強化・充実のための重点的な取り組み

当社は、以下の中期および長期目標を掲げている。

26年3月期までに営業部門を36名から100名に増員（現在、物件仕入担当14名→30

名、リーシング担当19名→70名、内3 名兼任）。

(DX等の成功次第では、最適な営業チーム規模は80-90名となる可能性がある）

6月末現在、物件仕入担当15名とリーシング担当25名（合計40名）、別途、他部門
の役員・管理職4名（一部仕入関係者）が在籍、一部は仕入れに携わっている。
9月末現在では、物件仕入担当16名、リーシング担当31名（合計47名）となった。
▶ 転貸借物件純増数は、年間600店舗まで拡大（27年3月期まで）

▶ 契約件数を年間1,000件に（28年3月期まで）

29年3月期までに、転貸借物件数を5,500店舗にする。

▶ 売上高 300億円

▶ 営業利益 30億円

▶ 営業利益率 10.0%

飲食店向け店舗物件の転貸借事業を手掛ける専業企業は当社のみであるため、

ヘッドハンティング会社に依頼するだけでは人材確保は実現できない（そもそもそ

のような人材は存在しない）。従って経営陣は、適切な人材を探し出し、既存の専

門スタッフによる高度なOJTを行うことが今後の課題であると認識している。人材に

は店舗物件、飲食業界、街、飲食設備、法務といった専門知識およびノウハウが必

要となる。

当社は営業部の人事戦略を、①営業社員の増員、②高度なOTJ研修、③物件仕入

への配置、の3つのポイントに集約している。経営陣は、リーシング担当営業社員

が一人前になるまでの教育期間は1年間と考えている。具体的には、物件の紹介か

ら転貸借契約締結までの237の項目・ステップについて、専門的な知識の標準的な

教育方法を開発している。そして、難易度が高く、戦略的に将来の成長に最も重要

な転貸借を目的とした賃貸物件の調達へと有能な人材の異動を行い、配置の最適化

をしている。

そして、上記2つ目の長期目標である「転貸借物件数を29年3月期に5,500店舗にす

る」ために、「④仕入れエリア集中戦略」を採用した。具体的には、約30名の仕入

担当者が約1,000の駅エリアと約2,000名の不動産業者をカバーし、さらに乗降客数

100万人以上のターミナル駅や大手不動産会社には、複数の調達担当者を配置する。

2027年3月期には年間約600件（月50件）の店舗物件の調達を目指す。

(3484) TENPO INNOVATION | 2023/12/27
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中期目標を達成するための最大のリスクは、営業部隊の採用・研修・配置計画、特

に転貸借物件調達の成功にある。一方、経営陣は、営業手法の再編、営業幹部の非

営業部門幹部への登用、DXシステム投資の積極展開などを通じて、十分な人材確保

ができないリスクを積極的にカバーしている。下表の通り、2023年3月期は特に成

長性と収益性を示す主要経営指標が大きく前進した。

出所：2024年3月期第1四半期決算説明会資料より抜粋。

【参考】営業戦略の概要

主な経営指標の推移

YoY, % FY19/3 FY20/3 FY21/3 FY22/3 FY23/3 5年平均

非連結 非連結 非連結 非連結 連結

成長性

●売上高成長率 23.0 21.3 3.6 10.4 14.5 14.6 

●営業利益成長率 84.8 7.0 (6.8) 24.3 33.2 28.5 

●1株当たり利益成長率 105.5 6.6 2.0 15.7 34.7 32.9 

収益性

●営業利益率 8.9% 7.9% 7.1% 8.0% 9.3% 8.2%

●ROE 28.0% 24.3% 20.9% 21.1% 27.7% 24.4%

●ROA 9.2% 8.6% 8.1% 8.8% 9.8% 8.9%

●ROIC 24.2% 21.4% 17.1% 19.0% 25.9% 21.5%

安定性

●自己資本比率 24.5% 24.9% 28.4% 28.0% 24.8% 26.1%

●実質調整後株主資本比率* 63.2% 61.7% 66.1% 64.5% 59.7% 63.0%

●有利子負債／自己資本比率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

●流動比率 224.4% 228.2% 250.5% 252.7% 221.7% 235.5%
出所：2023年3月期決算説明会資料よりオメガインベストメント作成。

*注：P.9の黄色で示した多額の預り保証金・前受金を控除して算出。
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3年間株価チャート、13週/26週/52週移動平均、出来高、バリュエーションの推移

主なポイント：

❶利益率の高い新規家
賃保証事業と収益性の
高い後継契約の増加と
いう 2 つの構造的な成
長ドライバーによる収
益性の着実な上昇に加
え、2 回の自社株買いに
よる調整もあり、足元
の PER と EV/EBITDA 
は過去の平均値から若
干ディスカウントされ
た水準で下支えされて
いるようだ。

❷自己資本比率は23.4％
と一見低いが、これは
B/Sに多額の預り保証金
が計上されていること
を反映している（次
ページB/S参照）。当社
は無借金経営であり、
B/Sは極めて健全である。

❸配当利回りは、2024
年3月期から配当方針を
変更し、目標配当性向
を30%から40%に引き上
げた（詳細はP12参照）
ため、過去平均を15.4%
上回る水準となってい
る。

Ω
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出所：過去の価格データよりオメガインベストメント作成。予想値は最新の会社予想に依拠。
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連結貸借対照表
（千円）

2023年3月31日現在 2023年9月30日現在

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,501,245 3,264,992 

販売用不動産 337,396 372,730 

前払費用 1,103,740 1,145,662 

その他 185,654 185,887 

流動資産合計 5,128,037 4,969,272 

固定資産

有形固定資産 666,515 664,854 

無形固定資産 41,863 48,311 

投資その他の資産

差入保証金 6,423,205 6,672,451 

その他 622,765 622,135 

投資その他の資産合計 7,045,971 7,294,586 

固定資産合計 7,754,351 8,007,751 

資産合計 12,882,388 12,977,024 

負債の部

流動負債

未払法人税等 265,275 190,775 

賞与引当金 46,872 31,811 

前受収益 1,356,757 1,471,639 

その他 644,363 557,394 

流動負債合計 2,313,269 2,251,621 

固定負債

退職給付に係る負債 21,500 30,000 

預り保証金 6,969,768 7,271,456 

その他 382,554 391,915 

固定負債合計 7,373,823 7,693,371 

負債合計 9,687,092 9,944,993 

純資産の部

株主資本

株式資本 308,394 308,394 

資本剰余金 539,930 539,930 

利益剰余金 3,153,526 3,262,536 

自己株式 (806,554) (1,078,830)

株主資本合計 3,195,296 3,032,031 

純資産合計 3,195,296 3,032,031 

負債・純資産合計 12,882,388 12,977,024 

出所：同社連結決算概要（決算短信財務諸表）
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10

3年間の相対株価、および5年間の売上総利益、営業利益と利益率のトレンド

COVID-19では、転貸借
物件の増加や既存契約
の回転率向上による収
益性の高い後継契約の
増加など、当社にとっ
て好機となる案件が多
かったが、足元では回
復局面を迎えるべく、
個人・小規模外食事業
者の新規出店が増加し
ており、ポテンシャル
はさらに高まっている。
オメガインベストメン
トでは、安定性が顕在
化したこの成長機会を
前にした現在のバリュ
エーションは引き続き
魅力的であると考えて
いる。

Ω
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テンポイノベーション 財務ハイライト／主要指標
百万円, % FY17/3 FY18/3 FY19/3 FY20/3 FY21/3 FY22/3 FY23/3* FY24/3

[日本会計基準] 非連結 実績 非連結 実績 非連結 実績 非連結 実績 非連結 実績 非連結 実績 連結 実績 期初予想

売上高 5,386 6,689 8,229 9,985 10,343 11,415 13,070 14,844 
前年比 27.4 24.2 23.0 21.3 3.6 10.4 14.5 13.6 
• 店舗転貸借（ランニング収入） 4,816 6,060 7,377 8,715 9,164 9,806 11,332 －
• 店舗転貸借（イニシャル収入） 570 628 729 715 430 656 735 －
• 店舗転貸借（店舗家賃保証） － － － － － － 145 －
• 不動産売買（イニシャル収入） － － 121 554 747 951 856 －
売上総利益 939 1,140 1,560 1,953 1,832 2,094 2,519 －
売上総利益率（％） 17.4% 17.0% 19.0% 19.6% 17.7% 18.3% 19.3%
SG&A 627 743 826 1,168 1,100 1,184 1,307 －
対売上比（％） 11.6% 11.1% 10.0% 11.7% 10.6% 10.4% 10.0%
営業利益 312 397 734 785 732 910 1,212 1,276 
前年比 11 27.4 84.8 7.0 (6.8) 24.3 33.2 5.3 
営業利益率（％） 5.8% 5.9% 8.9% 7.9% 7.1% 8.0% 9.3% 8.6%
経常利益 328 401 714 812 842 987 1,266 1,306 

親会社株主に帰属する
当期純利益 200 236 510 564 576 662 886 891 

EPS（円、調整済み） 14.23 29.63 31.65 32.29 37.35 50.10 52.37 
ROE（％） 18.4 28.0 24.2 20.9 21.1 27.7 
DPS（円、調整済み） 4.00 7.00 9.00 9.00 12.00 16.00 20.00 
配当性向（％） 27.7% 23.6% 28.4% 27.9% 32.1% 31.8% 38.2%
BPS（円、調整済み） 90.82 118.19 142.84 166.14 188.28 180.78 
自己資本比率（％） 21.9 24.5 24.9 28.0 28.4 24.8 
出所：有価証券報告書及び決算説明会資料よりオメガインベストメント作成。

*注: 前年同期比の数値は、単体決算と比較した参考情報として記載。
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株主還元方針

当社は、経営基盤の強化を図りながら安定的な配当を行うことを基本方針としてい

る。2024年3月期からの新たな配当方針では、以下の通り、目標配当性向を30％レ

ベルから40％レベルに引き上げることを目指している。

支払配当金と配当性向の推移
千円、% FY19/3 FY20/3 FY21/3 FY22/3 FY23/3

実績 実績 実績 実績 実績

当期純利益 509,698 564,272 575,606 662,386 885,507 

配当金総額 124,767 160,414 160,414 212,086 272,380

配当金支払額 23.6% 28.4% 27.9% 32.1% 31.8%

DOE 6.7% 6.9% 5.8% 6.8% 8.5%

DPS (円) 7.00* 9.00 9.00 12.00 16.00
出所：IR決算説明会資料よりオメガインベストメント作成。

*注：株式分割にともなう調整。
増配
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増配

Aim to maintain the same level of payout ratio 

after completion of the medium-term 

management plan period.

出所：IR決算説明会資料より抜粋。注）2023年3月期以降の数値は連結。2022年3月期までは単体の数値。1株当たり配当金の記載金額は、株式分割を反映した調整済
み数値。中期経営計画（2024年3月期～2026/3期）の1株当たり配当金および配当性向は会社予想。
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